
1979年出上の木簡

奈
良
・
平
城
宮

・
京
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

・
法
華
寺
町

。
北
新
町

２
　
調
査
期
間
　
　
推
定
第

一
次
内
裏
地
区
　
一
九
七
九
年
十
月
ｔ

一
九
八
〇

年

一
月
、
東
院
地
区
　
一
九
八
〇
年

一
月
ぞ
五
月
、
左
京

三
条

一
坊
十
五
坪
　
一
九
七
九
年
七
月
、
左
京
二
条

一
坊

八
坪

一
九
七
九
年
十
二
月
、
左
京
三
条
二
坊
七
坪

一
九

七
九
年
十
二
月
、
阿
弥
陀
浄
土
廃
跡
　
一
九
八
〇
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
狩
野
　
久

・
岡
田
英
男

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
殿

・
官
衝
跡
、
都
城
跡
、
寺
院
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
を
平
安
時
代
初
期

７
　
連退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
七
九
年
度
に
お
い
て
は
、
宮
内
で
は
二
調
査
地
区
か
ら
、
京
内
で
は
五

個
所
か
ら
木
簡
が
出
上
し
た
。

一　
推
定
第

一
次
内
裏
地
区

（第
一
一
七
次
）

平
城
宮
の
中
央
、
朱
雀
門
の
北
方
は
、
推
定
第

一
次
内
裏

・
朝
堂
廃
地
域
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
本
調
査
は
そ
の
東
北
隅
に
つ
い
て
実
施
し
た
。
第

一
次
内
一異

地
区
は
、　
一
九
六
五
年
の
第
二
七
次
調
査
以
来
七
回
の
調
査
が
行
な
わ
れ
て
お

り
、
今
回
の
調
査
で
東
半
部
の
調
査
は
終
了
し
た
こ
と
に
な
る
。

主
な
遺
構
は
、
澪
積
擁
壁
、
石
積
擁
壁
、
築
地
回
廊
、
土
塁
、
建
物
二
棟
、

塀
三
条
、
井
戸

一
基
、
濤
、
車
道
等
で
、
ま
た
遺
構
は
区
画
の
変
遷
か
ら
Ａ
・

Ｂ

・
Ｃ
の
三
時
期
に
大
別
さ
れ
る
。
木
簡
は
Ｂ
期
の
東
西
八
ｍ
、
南
北
七
ｍ
の

大
き
な
掘
形
を
も
つ
井
戸
Ｓ
Ｅ
九
二
一
〇
か
ら

一
点
出
上
し
た
。

一
一　
東
院
園
池
西
南
地
区

（第
一
二
〇
次
）

官
東
部
張
出
し
部
の
い
わ
ゆ
る
東
院
地
区
に
つ
い
て
は
、
第
四
四
次

。
九
九

次

。
一
一
〇
次
の
過
去
三
回
に
わ
た
る
調
査
に
よ
っ
て
、
新
旧
二
時
期
の
園
池

の
存
在
と
そ
の
東
限

・
北
限
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
施
設
の
様
子
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
今
回
の
第

一
二
〇
次
調
査
地
は
池
の
西
南
岸
に
あ
た
り
、

庭
園
の
西
限
と
池
西
部
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
と
、
南
面
大
垣
・
嬬
地

。
二
条
条
間
大
路
に
つ
い
て
の
知
見
を
得
る
た
め
に
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。

検
出
し
た
主
要
な
遺
構
は
、
掘
立
柱
建
物

一
一
、
堀

一
一
、
濤

一
六
、
井
戸

二
、
池

一
、
通
路
二
で
、
そ
れ
ら
は
層
位
や
重
複
関
係
か
ら
Ａ
を
Ｉ
の
九
時
期

に
分
け
ら
れ
る
。
各
時
期
の
年
代
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、

出
土
遺
物
等
に
よ
っ
て
お
お
よ
そ
次
の
如
く
考
え
ら
れ
て
い
る
。
Ａ
期
―
東
廃

造
営
時
か
ら
庭
園
造
営
ま
で
の
時
期

（養
老
年
間
以
一門
）。　
Ｂ
期
―
天
平
年
間
を

中
心
と
す
る
時
期
。
Ｅ
期
―
天
平
勝
宝
頃
。
Ｉ
期
―
奈
良
末
以
降
。

出
土
木
簡
総
数
は
一
一
〇
点
で
、
旧
池
Ｓ
Ｇ
五
八
Ｏ
Ｏ
Ａ
か
ら
の
二
点
、
柱

掘
形
か
ら
の
数
点
及
び
二
条
条
間
路
南
側
濤
Ｓ
Ｄ
五
七
八
五
か
ら
の
二
点
の
他

は
す
べ
て
二
条
条
間
路
北
側
濤
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
〇
か
ら
出
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

南
側
濤
は
三
回
、
北
側
濤
は

一
回
の
改
修
を
被

っ
て
い
る
。
木
簡
が
多
く
出
土



大膳職 ●

第 1図 平城宮木簡出土地点図 (1980年 3月 現在)(▼1979年 の木簡出土地点)

1979年度木簡出土地

木簡出土地

第 2図 平城京木簡出土地点図



1979年 出上の木簡

し
た
北
側
濤
の
政
修
前
の
幅
は
定
か
で
は
な
い
が
、
改
修
後
は
幅
約
三
ｍ
で
石

で
護
岸
を
し
て
い
る
。
南
北
両
側
濤
の
改
修
時
期
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
を

ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
〇
に
つ
い
て
は
出
土
木
簡
に
よ
っ
て
天

平
十
二
年
以
後
と
考
え
ら
れ
る
。

〓
一　
左
京
三
条

一
坊

一
五
坪

（第
一
一
八
次
―
八
）

調
査
地
は
、
左
京
三
条

一
坊

一
五
坪
の
東
端
部
分
に
相
当
し
、
東

一
坊
大
路

に
東
面
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
は
第
三
二
次
調
査
で
粥
ら
か
に
さ
れ
た
、
二

条
大
路
と
東

一
坊
大
路
の
交
叉
地
点
か
ら
は
南

へ
約

一
五
〇
ｍ
に
位
置
す
る
。

木
簡
は
総
数

一
八
点
で
、
す
べ
て
東

一
坊
大
路
西
側
濤
Ｓ
Ｄ
三
九
二
五
か
ら

出
上
し
た
。
Ｓ
Ｄ
三
九
二
五
は
東
半
部
が
現
道
路
に
か
か
っ
て
い
る
た
め
、
推

定
濤
幅
の
紳
三
分
の
二

（三
ｉ
四
ｍ
）
を
南
北
に
約
二
四
ｍ
に
わ
た
っ
て
検
出

し
た
。
濤
埋
土
は
上
下
三
層
に
大
別
さ
れ
、
木
簡
は
下
層
か
ら
ま
と
ま
っ
て
出

上
し
た
。
下
層
か
ら
の
伴
出
遺
物
は
、
和
同
開
弥

一
枚
と
多
量
の
奈
良
時
代
末

期
の
土
器
片
で
、
長
岡
京
時
代
の
土
器
片
も
少
量
混

っ
て
い
た
。
木
簡
は
文
書

風
木
簡

・
付
札

・
習
書
等
を
含
な
が
、
い
ず
れ
も
断
片
あ
る
い
は
削
盾
で
あ
る
。

四
　
左
京
三
条

一
坊
八
坪

（第
一
一
八
次
十
二
一α

調
査
地
は
、
平
城
宮
跡
に
南
接
す
る
北
新
大
池
の
池
底
部
で
、
市
道
拡
幅
の

事
前
調
査
と
し
て
三
条
大
路
の
南
北
両
側
濤
の
位
置
確
認
を
行
な
っ
た
。
小
規

模
の
ト
レ
ン
チ
な
の
で
結
論
は
出
し
に
く
い
が
、
北
側
濤
は
検
出
で
き
ず
、
南

側
濤
Ｓ
Ｄ
四
〇
〇
六
の
み
検
出
し
た
。
濤
幅
は
肩
の
部
分
で
三

・
五
ｍ
、
底
で

二
ｍ
を
測
る
。
Ｓ
Ｄ
四
〇
〇
六
か
ら
出
上
し
た
木
簡
は
二
点
で
、
両
方
と
も
題

鎖
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

五
　
左
京
三
条
二
坊
七
坪

（第
一
一
八
次
十
二
一こ

調
査
地
は
左
京
三
条
二
坊
七
坪
の
東
南
隅
に
あ
た
る
。
調
査
の
結
果
、
二
坊

坊
間
路
の
西
側
濤
と
そ
の
西
約

一
・
五
ｍ
に
南
北
濤

一
条
、
柱
穴

一
、
土
羨

一

を
検
出
し
た
。
木
簡
が
出
上
し
た
坊
間
路
西
側
濤
は
幅
約
二
・
五
ｍ
、
深
さ
約

○

・
九
ｍ
で
、
堆
積
土
は
二
層
に
大
別
さ
れ
る
。
点
数
は

一
九
点
で
、
う
ち

一

八
点
が
上
層
か
ら
、　
一
点
が
下
層
か
ら
出
上
し
た
。
な
お
、
同
じ
所
か
ら

「
主

水
司
」

「
回
造
少
乃
」
と
記
し
た
墨
書
土
器
も
出
上
し
て
い
る
。

一ハ
　
法
華
寺
阿
秀
陀
浄
土
院
跡

（第
一
一
八
次
十
三
〇
）

調
査
地
区
は
、
法
華
寺
阿
方
陀
浄
土
院
の
西
北
隅
に
あ
た
り
、　
一
九
七
三
年

に
実
施
し
た
第
八
〇
次
調
査
地
区
の
北
東
に
あ
た
る
。
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、

浄
土
院
内
の
西
辺
で
南
北
濤

一
条
、
ま
た
北
辺
で
は
東
西
大
濤

一
条
、
及
び
南

北
濤
へ
西
か
ら
流
れ
こ
む
木
樋
暗
渠
等
で
あ
る
。
木
簡
は
、
こ
の
木
樋
中
よ
り

多
量
の
木
片
と
と
も
に

一
点
出
土
し
た
。
こ
の
南
北
濤
と
木
樋
と
は
奈
良
時
代

の
も
の
と
判
断
さ
れ
る
が
、
東
西
大
濤
は
平
安
時
代
末
に
埋
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
造
成
時
期
は
不
明
で
あ
る
。

３
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

一　
推
定
第

一
次
内
裏
地
区

道
□
□
□

道
請
□
回

□
□
　
　
□
□

や
『
∞

×

や
『
×

］
μ
　
　
Ｏ
⇔
切



し
き
み
の
枝
を
細
か
く
面
と
り
し
て
、
そ
の
表
面
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

誌
酢
辟

□
回
万
呂

「正
月
二
月
三
月
□
×
　
　
　
　
　
　
　
　
（『やｙ
（じ
ふ

「＜
淡
路
国
津
名
郡
物
部
里
人
夫
」

〔塩
力
〕

「＜
竹

野

君
廣

嶋
租
鯛
個
佃
□
月
」
　

　

　

　

　

　

μ］聟

ゃ受

∞

「少
廣
石
列
　
　
白
髪
マ
犬
末
呂
　
物
マ
国
×

「物
マ
龍
末
呂
　
早
マ
荒
久
真
　
右
×
　
　
　
（露
Ｙ
中望
∞

×
縣
犬
養
□
宿
称
　
　
　
従
五
位
下
典
侍
余
比
責
×

（μ∞卜）×
（声騨）×
ヽ

×
□
□
□
ロ

マ
国
万
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
（ｇ
Ｙ
（０
益

Ａ炊
己

「大
国
司
前
謹
申
錦
繊
徳
」

「足
大
物
者
問
給
由

［日］　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やヽ
∞×
（∞卜）Ｘ
ヽ

一
一　
東
院
園
池
西
南
地
区

Ｓ
Ｄ
五
工
Ｏ
Ｏ
Ａ

ω
。
「召
奴
節潮
剤
舶
□
×

。
「男
鳥
　
右
九
日
×

②
・×剛
回
　潤組
田
　剛田田

・
×
三
月
十
九
日

０
。
「＜
備
中
国
小
×

・
「＜
米
五
斗

０
。
×
養
老
五
年
九
月
十
四
□
×

・
×
□
廣
足
×

（μＰ］）
×
（］卜
）
Ｘ
∞　　Φ∞μ

（
μ牌点
）
×
（中ヽ
）
×
∞
　
〇
∞
中

（⇔〇
）
Ｘ
Ｆμ
×
ヽ
　
Φ∞
Φ

（
μ
μヽ
）
×
解枷
Ｘ
∞　
　
〇∞
〕

⑭
　
×
記
十
上
回
×

Ｓ
Ｇ
五
八
〇
〇
Ａ

⑭
．
編
雙
年
」

一　
　
釘
百
八
十
」

。
×
□

合
釘
千
九
百
五
十
六
」

ω
・
×
日
□
郡
日
回
郷
山
本
里
日
口
□
□
物
マ
ロ
□
次
丁

。
×
□
国
日
日
日
日
日
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（通
ｙ
μ支
卜
霞

０
・
×
参
向
寮
家
□
□
者

・
×
國
　
養
警

一年
希
降
売

里
Ｈ

回

（中
μ∞
）
Ｘ
ヽ
伽
×
ヽ
　
Ｏ
μΦ

19)

Ｏ
μ
Φ

Φ
μ
Φ

「＜
備
後
国
安
那
郡
山
野
郷
川
上
里
＜
」

「＜
欺
剛
十稗鶏
一一一料
右
庸
米
六
斗
　
＜
」　
　
　
�］受
制
溢
ｏ常

（『⇔
）
Ｘ
ф
ド
×
］
　
〇
∞
牌

（
μ∞『
）
×
中ヽ
×
ω　
　
Φ∞
牌

3 寓



1979年出上の木簡

ω
と
②
と
は
、
筆
跡
や
材
質
か
ら
見
て
、
直
接
に
で
は
な
い
が
接
続
す
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
①
の
山
野
郷
は

『
和
名
抄
』
に
は
な
い
が
、

『
大
日
本
地
名

辞
書
』
に
よ
れ
ば
深
安
郡

（明
治
三
一
年
に
深
津
・
安
那
二
郡
が
合
体
）
に
山
野
な

る
地
名
が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
木
簡
は
、
上
下
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ

る
だ
け
で
な
く
、
上
端
中
央
部
に
丸
い
小
さ
な
穴
が
あ
け
ら
れ
て
い
る
。

〓
一　
左
京
三
条

一
坊
十
五
坪

ω
　
×
□
川
長

秦
稲
束
並
稲
×
　
　
　
　
　
　
　
（牌や∞Ｙ
ゃ受
∞
〇解

②
　
丹
波
国

綾
部
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（出ё
溢
ダ
ヽ
昌

③
。「丹
波
国
酬
比
郡
メ

〔呂
己

。
「村
六
月
万
□
戸
口
同
×
　
　
　
　
　
　
　
　
（瞬
∀
］算
中
ｏ‘

④

「雑
踏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
溢
ダ
∞
ｏる

③
　
曾
祢
吉
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∞中∀
∞マ
∞
昌

⑥
。

□
□
国
□
謹
解
申
請

・Ｈ

＝

・

。　
　
　
　
　
国
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ぷ
∀
Ｎ貿
∞
昌

四
　
左
京
三
条
一
坊
八
坪

ω
酪
騨
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ営

②

　
臨

ヵ
〕　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｏ
ｏ
疇

①

。
②
共
題
鉄
の
断
片
と
考
え
ら
れ
る
。
軸
の
木
口
部
分
に
国
宅
を
記
し
た

も
の
で
、
現
状
は
縦
に
切
断
さ
れ
て
い
る
。

五
　
左
京
三
条
二
坊
七
坪

ω
・
ｘ
城
　
養
秦
原
×

。
　

　

　

軽
不
　
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（霞
ｙ
∞聟
∞
霞

②
　
「手
枕
里
戸
主
元
尋
津
君
千
嶋

一
石
」
　
　
　
　
μΦマ
］ァ
、
露

一ハ
　
法
幸
寺
阿
弥
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